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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局による方法であって、前記方法は、
　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は、１つ
または複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）におけるＣＲＳ－Ｉ
Ｃをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信することと
　を備え、
　前記ＵＥがボイストラフィックまたはバックグラウンドタイプトラフィックを用いてサ
ービスされることを前記トラフィックタイプが示す場合、前記基地局が、前記ＣＲＳ－Ｉ
Ｃをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控える、方法。
【請求項２】
　基地局による方法であって、前記方法は、
　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は、１つ
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または複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）におけるＣＲＳ－Ｉ
Ｃをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信することと
　を備え、
　ＣＤＲＸが前記ＵＥにおいて有効にされることを前記ＣＤＲＸ状態が示す場合、前記基
地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控える、方
法。
【請求項３】
　基地局による方法であって、前記方法は、
　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は、１つ
または複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）におけるＣＲＳ－Ｉ
Ｃをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信することと
　を備え、
　前記ＣＤＲＸ状態がＣＤＲＸ構成を示す場合、前記基地局が、前記ＣＤＲＸ構成に基づ
いて前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控えることを決
定する、方法。
【請求項４】
　基地局による方法であって、前記方法は、
　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は、１つ
または複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）におけるＣＲＳ－Ｉ
Ｃをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信することと
　を備え、
　前記ＲＦ状態に従って、第３の条件と第４の条件とのうちの１つが満たされる場合、前
記基地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控え、
ここにおいて、前記第３の条件は、総干渉ごとのサービングセルからの受信エネルギーが
第４のしきい値よりも大きいことであり、前記第４の条件は、背景雑音パワースペクトル
密度ごとの前記サービングセルからの前記受信エネルギーが第５のしきい値よりも小さい
ことである、方法。
【請求項５】
　基地局による方法であって、前記方法は、
　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定することと、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は、１つ
または複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
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　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）におけるＣＲＳ－Ｉ
Ｃをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信することと
　を備え、
　前記ＲＦ状態に従って、第５の条件と第６の条件とのうちの１つが満たされる場合、前
記基地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控え、
ここにおいて、前記第５の条件は、総干渉ごとのネイバーセルからの受信エネルギーが第
６のしきい値よりも大きいことであり、前記第６の条件は、背景雑音パワースペクトル密
度ごとの前記ネイバーセルからの前記受信エネルギーが第７のしきい値よりも小さいこと
である、方法。
【請求項６】
　前記送信された信号が、前記ＵＥにおけるＣＲＳ－ＩＣをトリガすることを引き起こす
ための情報要素（ＩＥ）である、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＩＥは、前記ＵＥにおける前記ＣＲＳ－ＩＣを随意にトリガするために、時分割制
限付き測定値が無線リソース管理／無線リンク監視／チャネル状態情報（ＲＲＭ／ＲＬＭ
／ＣＳＩ）のために構成されることなしに送信される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＵＥが前記基地局に低電力選好をシグナリングすることを前記ＰＰＩが示す場合、
前記基地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控え
る、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＲＦ状態に従って、第１の条件と第２の条件とのうちの１つが満たされる場合、前
記基地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控え、
ここにおいて、前記第１の条件は、サービングセルの基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）が第
１のしきい値よりも大きいことであり、前記第２の条件は、ネイバーセルのＲＳＲＰが第
２のしきい値よりも小さいことである、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１０】
　前記ＲＦ状態に従って、サービングセルのＲＳＲＰとネイバーセルのＲＳＲＰとの間の
差が第３のしきい値よりも大きい場合、前記基地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前
記信号を前記ＵＥに送信することを控える、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数の基準が、前記ＵＥにおいて前にトリガされた前記ＣＲＳ－ＩＣを
非アクティブにするために満たされる場合、前記基地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣを非アクテ
ィブにするために前記信号を前記ＵＥに送信する、請求項１乃至請求項５のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数の基準が、前記ＵＥから受信されたＵＥ選好を含み、前記選好が前
記ＣＲＳ－ＩＣに関し、前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、前記信号が、前記
ＣＲＳ－ＩＣを非アクティブにするために前記ＵＥに送信され、ここにおいて、前記ＵＥ
選好が前記ＵＥの電力消費レベルに関連付けられる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記基地局から前記共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）信号を、前記ＵＥによって
、受信することをさらに備える、請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　基地局である装置であって、
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　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は
、１つまたは複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）における前記ＣＲＳ
－ＩＣをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信するための手段と
　を備え、
　前記ＵＥがボイストラフィックまたはバックグラウンドタイプトラフィックを用いてサ
ービスされることを前記トラフィックタイプが示す場合、前記基地局が、前記ＣＲＳ－Ｉ
Ｃをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控える、装置。
【請求項１５】
　基地局である装置であって、
　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は
、１つまたは複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）における前記ＣＲＳ
－ＩＣをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信するための手段と
　を備え、
　ＣＤＲＸが前記ＵＥにおいて有効にされることを前記ＣＤＲＸ状態が示す場合、前記基
地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控える、装
置。
【請求項１６】
　基地局である装置であって、
　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は
、１つまたは複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）における前記ＣＲＳ
－ＩＣをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信するための手段と
　を備え、
　前記ＣＤＲＸ状態がＣＤＲＸ構成を示す場合、前記基地局が、前記ＣＤＲＸ構成に基づ
いて前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控えることを決
定する、装置。
【請求項１７】
　基地局である装置であって、
　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は
、１つまたは複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
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　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）における前記ＣＲＳ
－ＩＣをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信するための手段と
　を備え、
　前記ＲＦ状態に従って、第３の条件と第４の条件とのうちの１つが満たされる場合、前
記基地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控え、
ここにおいて、前記第３の条件は、総干渉ごとのサービングセルからの受信エネルギーが
第４のしきい値よりも大きいことであり、前記第４の条件は、背景雑音パワースペクトル
密度ごとの前記サービングセルからの前記受信エネルギーが第５のしきい値よりも小さい
ことである、装置。
【請求項１８】
　基地局である装置であって、
　共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定するための手段と、ここにおいて、前記１つまたは複数の基準は
、１つまたは複数のＵＥ固有状態に関連付けられ、
　　トラフィックタイプ、
　　接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、
　　電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、または、
　　ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）における前記ＣＲＳ
－ＩＣをトリガすることを制御するために信号を前記ＵＥに送信するための手段と
　を備え、
　前記ＲＦ状態に従って、第５の条件と第６の条件とのうちの１つが満たされる場合、前
記基地局が、前記ＣＲＳ－ＩＣをトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控え、
ここにおいて、前記第５の条件は、総干渉ごとのネイバーセルからの受信エネルギーが第
６のしきい値よりも大きいことであり、前記第６の条件は、背景雑音パワースペクトル密
度ごとの前記ネイバーセルからの前記受信エネルギーが第７のしきい値よりも小さいこと
である、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３年４
月５日に出願された「COMMON REFERENCE SIGNAL INTERFERENCE CANCELLATION TRIGGERING
 IN HOMOGENEOUS NETWORKS」と題する米国仮出願第６１／８０９，２７８号、および２０
１４年４月４日に出願された「COMMON REFERENCE SIGNAL INTERFERENCE CANCELLATION TR
IGGERING IN HOMOGENEOUS NETWORKS」と題する米国非仮出願第１４／２４５，９４９号の
利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、同種ネットワークにおい
て干渉消去（interference cancellation）を制御するためのシステムおよび方法に関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
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ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ：time division multiple access）システ
ム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ：frequency division multiple access）システム、
直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ：orthogonal frequency division multiple acces
s）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ：single-carrier 
frequency division multiple access）システム、および時分割同期符号分割多元接続（
ＴＤ－ＳＣＤＭＡ：time division synchronous code division multiple access）シス
テムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロ
ジェクト（３ＧＰＰ：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユニ
バーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Tel
ecommunications System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効
率を改善すること、コストを下げること、サービスを改善すること、新しいスペクトルを
利用すること、また、ダウンリンク（ＤＬ：downlink）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アッ
プリンク（ＵＬ：uplink）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ：mu
ltiple-input multiple-output）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統
合することによって、モバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポー
トするように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する
需要が増大し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、こ
れらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能
であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供さ
れる。本装置は基地局であり得る。本装置は、同種ネットワークにおいて干渉消去をトリ
ガするための１つまたは複数の基準が満たされるかどうかを決定し、１つまたは複数の基
準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ：user equipment）における干渉消去をトリガす
ることを制御するための信号をＵＥに送信する。
【０００６】
　[0006]本開示の別の態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。本装置はＵＥであり得る。本装置は、ＵＥが時分割制限付き（time-division re
stricted）測定値で構成されないとき、干渉消去をトリガするための１つまたは複数の基
準が満たされるかどうかを決定し、１つまたは複数の基準が満たされる場合、および干渉
消去をトリガするための信号が受信された場合、ＵＥにおける干渉消去を制御する。
【０００７】
　[0007]本開示の別の態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。本装置はＵＥであり得る。本装置は、ネットワークにおいて動作している間に制
御信号を受信し、受信された信号に基づいて、干渉消去をまだ実行していないときに干渉
消去をアクティブにするか、または干渉消去をすでに実行しているときに干渉消去を非ア
クティブにする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】[0008]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0009]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0010]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0011]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0012]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
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ャの一例を示す図。
【図６】[0013]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７】[0014]異種ネットワーク中の範囲拡大セルラー領域を示す図。
【図８】[0015]同種ネットワークを示す図。
【図９】[0016]共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ：common reference signal interf
erence cancellation）トリガリングの方法のフローチャート。
【図１０】[0017]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図１１】[0018]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【図１２】[0019]ＣＲＳ－ＩＣトリガリングの方法のフローチャート。
【図１３】[0020]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図１４】[0021]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【図１５】[0022]ＣＲＳ－ＩＣトリガリングの方法のフローチャート。
【図１６】[0023]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図１７】[0024]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　[0025]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１０】
　[0026]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」
と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような
要素をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例
および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１１】
　[0027]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解
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釈されたい。
【００１２】
　[0028]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージ
デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または
記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を
備えることができる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は
、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光デ
ィスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登録
商標）ディスク（disk）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、
ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュー
タ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１３】
　[0029]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evol
ved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ
：Evolved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Ser
ver）１２０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ：Internet Protocol）サービ
ス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができる
が、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図示していない。図示の
ように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者なら容易に諒解するように
、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワー
クに拡張され得る。
【００１４】
　[0030]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２インターフ
ェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６はまた、基地局、ノー
ドＢ、アクセスポイント、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トラン
シーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット
（ＥＳＳ：extended service set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがあ
る。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１
０２の例としては、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩ
Ｐ：session initiation protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛
星無線、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオー
ディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、または
任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者
局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバ
イルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
好適な用語で呼ばれることもある。
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【００１５】
　[0031]ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と、他のＭＭＥ１１４と、サ
ービングゲートウェイ１１６と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービ
ス（ＭＢＭＳ：Multimedia Broadcast Multicast Service）ゲートウェイ１２４と、ブロ
ードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ：Broadcast Multicast Serv
ice Center）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）
ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグ
ナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を
行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ１１６を通して転送され、
サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲ
ートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲート
ウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接続される。事業者のＩＰサービス１２２
は、インターネットと、イントラネットと、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：
IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Se
rvice）とを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニング
および配信のための機能を与え得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭ
Ｓ送信のためのエントリポイントとして働き得、ＰＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを
許可し、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュールし、配信するために使
用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４は、特定のサービスをブロードキャストするマ
ルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅ
ＮＢ（たとえば、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得
、セッション管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当
し得る。
【００１６】
　[0032]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮ
Ｂ：home eNB））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：re
mote radio head）であり得る。マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割
り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを
与えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には集中コントローラは
ないが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制
御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲ
ートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは、１つ
または複数の（たとえば、３つの）セル（セクタとも呼ばれる）をサポートし得る。「セ
ル」という用語は、ｅＮＢの最小カバレージエリアを指すことができ、および／またはｅ
ＮＢサブシステムサービングは特定のカバレージエリアである。さらに、「ｅＮＢ」、「
基地局」、および「セル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００１７】
　[0033]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易
に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただ
し、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に
拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（
ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭ
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Ｂ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一
部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partn
ership Project 2）によって公表されたエアインターフェース規格であり、ＣＤＭＡを採
用して移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供する。これらの概念はまた
、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他
の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestr
ial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（
登録商標）：Global System for Mobile Communications）、ならびに、ＯＦＤＭＡを採
用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ
－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８
０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、Ｕ
ＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２
０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際の
ワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体
的な設計制約に依存することになる。
【００１８】
　[0034]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々はそのＵＥ２０６
に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で
、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコードされたデータストリームを送信し、これにより、
ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコードされた各データストリームのソースを識別すること
が可能になる。
【００１９】
　[0035]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２０】
　[0036]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。
サブキャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデータを復
元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える。時間領域では、ＯＦＤ
Ｍシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフ
ィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（Ｐ
ＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡
散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２１】
　[0037]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
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ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素（resource element）に分割される。ＬＴＥでは、リソース
ブロックは、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシ
ンボル中のノーマルサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続する
ＯＦＤＭシンボル、または８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフ
ィックスについて、リソースブロックは、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含
んでおり、７２個のリソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要
素のいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。ＤＬ－Ｒ
Ｓは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３
０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０
４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされるリソースブロッ
ク上のみで送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存す
る。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど
、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２２】
　[0038]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するため
にＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべて
のリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、データセクション中の連続するサ
ブキャリアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし得る連続サブキャリアを含
むデータセクションを生じる。
【００２３】
　[0039]ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するた
めに、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。
ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、デ
ータセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ：physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送
信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピン
グし得る。
【００２４】
　[0040]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するためにリソースブロッ
クのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかな
るＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブ
ルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネッ
トワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある
時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨにはな
い。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレーム
のシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試み
だけを行うことができる。
【００２５】
　[0041]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤとともに示
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されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理
機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レ
イヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢ
との間のリンクを担当する。
【００２６】
　[0042]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無
線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレ
イヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１
８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（た
とえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤと
を含むＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００２７】
　[0043]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失データ
パケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat 
request）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡ
Ｃサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。
ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえ
ば、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡ
ＲＱ動作を担当する。
【００２８】
　[0044]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む
。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（たとえば、無線ベアラ）を取得することと
、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担
当する。
【００２９】
　[0045]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロー
ラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの
機能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリッ
クに基づいてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割振
りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの
再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３０】
　[0046]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
）に基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディン
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グとインターリービングとを含む。次いで、コーディングされた変調されたシンボルは並
列ストリームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピング
され、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重
化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使
用して互いに合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネル
を生成する。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプ
リコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、符号化および変
調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、
ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから
導出され得る。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるア
ンテナ６２０に与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間スト
リームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３１】
　[0047]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５２を
通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元
し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられ
た任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行し得る。複数の
空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって
単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで高
速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリ
ームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャ
リアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと
基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタレー
ションポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャ
ネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、
物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元する
ために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントロー
ラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００３２】
　[0048]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連し得る。メモリ６
６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プロセッ
サ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号（deci
pher）と、ヘッダ復元（decompression）と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケッ
トは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に
与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得
る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応
答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担当
する。
【００３３】
　[0049]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント
化および並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制
御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、Ｈ
ＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担当する。
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【００３４】
　[0050]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３５】
　[0051]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００３６】
　[0052]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連し得る。メ
モリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロセッサ
６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポートチャ
ネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号と、ヘッダ復元
と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパケット
はコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ
動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出
を担当する。
【００３７】
　[0053]図７は、異種ネットワーク中の範囲拡大セルラー領域を示す図７００である。Ｒ
ＲＨ７１０ｂなどのより低い電力クラスのｅＮＢは、ＲＲＨ７１０ｂとマクロｅＮＢ７１
０ａとの間の拡張セル間干渉協調と、ＵＥ７２０によって実行される干渉消去とによって
セルラー領域７０２から拡張された範囲拡張セルラー領域７０３を有し得る。拡張セル間
干渉協調において、ＲＲＨ７１０ｂは、マクロｅＮＢ７１０ａからＵＥ７２０の干渉状態
に関する情報を受信する。この情報により、ＲＲＨ７１０ｂは、範囲拡張されたセルラー
領域７０３中のＵＥ７２０をサービスし、ＵＥ７２０が、範囲拡張されたセルラー領域７
０３に入るとき、マクロｅＮＢ７１０ａからのＵＥ７２０のハンドオフを受け入れること
が可能になる。
【００３８】
　[0054]共通基準信号干渉消去（ＣＲＳ－ＩＣ）は、たとえば、リリース１１（Ｒｅｌ１
１）におけるセル間干渉協調（ＩＣＩＣ）利得を有効にする主要な特徴である。異種ネッ
トワークでは、スモールセルは、スモールセルに向かって構成された大きいバイアスを有
し、したがって、スモールセル中のＵＥは著しい干渉を経験し得る。さらに、マクロセル
などの高電力セルは、オールモストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）に対する制限付き測
定値を構成する。したがって、ＵＥは異種ネットワークにおいて高干渉を経験する可能性
があるので、異種ネットワークでは干渉の消去が有利である。
【００３９】
　[0055]見方を変えれば、同種ネットワークでは、セル中の電力の大きいバイアスがない
。一例では（たとえば、リリース１２（Ｒｅｌ１２）では）、衝突しない場合に集中する
ことによって、および低バイアスシナリオの場合の潜在的復調性能利得を考慮することに
よって、無線アクセスネットワーク４（ＲＡＮ４）が同種ネットワークのためのＣＲＳ－
ＩＣの性能を査定し得る。また、電力にかかわらず、衝突しない基準信号からの干渉は消
去され得る。
【００４０】
　[0056]同種ネットワークでは、ＣＲＳ－ＩＣを使用することによる性能利得は均一でな
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く、変動する可能性がある。すなわち、同種ネットワークでは、ＣＲＳ－ＩＣを使用する
ことは、あるシナリオに高い性能利得を与え得、別のシナリオに低い性能利得を与え得る
。以下の状態は、同種ネットワークにおいて干渉消去を実行する利益に影響を及ぼし得る
。たとえば、ＣＲＳ－ＩＣは、最初は、衝突しないセルのために提案された。チャネル品
質インジケータ（ＣＱＩ）報告のためのＣＲＳ－ＩＣがない。セルのエッジに位置するＵ
Ｅ（たとえば、エッジＵＥ）は、セルのエッジにおいてより多くの干渉があるので、セル
のエッジから離れたＵＥ（たとえば、中心ＵＥ）よりも多くの利益をＣＲＳ－ＩＣから受
け得る。ネットワーク負荷が増大するにつれて、ＵＥ性能は低下し得る。ＵＥは、（たと
えば、ボイスオーバーＬＴＥ（ＶｏＬＴＥ：voice over LTE）、接続間欠受信（ＣＤＲＸ
：Connected Discontinuous Reception）、電力選好インジケータ（ＰＰＩ：power prefe
rence indicator）に関係する状態により）電力制約され得る。そのような場合、ＣＲＳ
－ＩＣは、ＵＥのバッテリー寿命を減らし、したがって、ＵＥを使用する通話時間を減少
させ得る。
【００４１】
　[0057]したがって、同種のものでは、干渉消去の利点は、上述の状態に応じて変動し得
る。少なくとも上述の理由のために、同種ネットワークでは、ネットワーク状態とＵＥ状
態とに基づくＣＲＳ－ＩＣトリガリングの最適化が望まれる。
【００４２】
　[0058]以下で、ネイバーセルＣＲＳ情報に関する情報を搬送する例示的な信号（Ｎｅｉ
ｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎｆｏ－ｒ１１）について説明する。
【００４３】
　[0059]
【数１】

【００４４】
　[0060]ＨｅｔＮｅｔシナリオでは、ネットワークは、無線リソース管理／無線リンク監
視／チャネル状態情報（ＲＲＭ／ＲＬＭ／ＣＳＩ：Radio Resource Management/Radio Li
nk Monitoring/Channel State Information）のためのサブフレームパターンと組み合わ
せてＮｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎｆｏ－ｒ１１をＵＥにシグナリングする。Ｈｅｔ
Ｎｅｔシナリオでは、ＮｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎｆｏ－ｒ１１は、ＵＥにおける
ＣＲＳ－ＩＣのためのトリガ条件を確立する。見方を変えれば、非ＨｅｔＮｅｔシナリオ
（たとえば、同種ネットワーク）では、ネットワークがＮｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉ
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ｎｆｏ－ｒ１１のみをシグナリングする場合のＵＥビヘイビア（behavior）は、概して指
定されておらず、ＲＲＭ／ＲＬＭ／ＣＳＩのためのサブフレームパターンはネットワーク
によって構成されない。たとえば、ＮｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎｆｏ－ｒ１１のた
めの仕様によれば、復調のために干渉消去（ＩＣ：interference cancellation）をトリ
ガするために情報要素（ＩＥ：information element）を使用することは規定されていな
い。ＮｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎｆｏ－ｒ１１のための仕様は、ＵＥが、復調目的
のためにＩＥ中でセルからのＣＲＳ干渉を緩和するためにＣＲＳ支援情報を使用し得るこ
とを示している。
【００４５】
　[0061]図８は、同じタイプのセル８１０、８２０、および８０４をもつ同種ネットワー
ク８００を示す図である。たとえば、セル８１０、８２０、および８０４はマクロセルで
あり得る。マクロセルの代わりに、同種ネットワーク８００は、マクロセル以外の同じタ
イプのセルを含み得ることに留意されたい。セル８１０、８２０、および８０４は、それ
ぞれｅＮＢ８１２、８２２、および８３２を含む。ｅＮＢ８１２は、ＵＥ８１４における
ＣＲＳ－ＩＣのトリガリングを制御するために同種ネットワーク８００中のＵＥ８１４と
通信し得る。
【００４６】
　[0062]第１の実施形態では、ｅＮＢ８１２は、ＵＥ固有状態（UE-specific conditions
）を顧慮することなしにＮｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎｆｏ－ｒ１１をＵＥ８１４に
シグナリングする。ＵＥ８１４はＲｅｌ１２ＵＥであり得る。たとえば、セル／ネットワ
ーク負荷がある基準を満たす場合、ｅＮＢ８１２は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガするためにＩ
ＥをすべてのＲｅｌ１２ＵＥ（たとえば、ＵＥ８１４）にシグナリングする。特に、ネッ
トワークが重負荷である場合、たいていの干渉がパイロットからではなくトラフィックか
ら来ることを考慮すると、ＣＲＳ－ＩＣは、相対利得が限界であるので、多くの利点を提
供しない。ネットワークが軽負荷である場合、パイロットから来る干渉の部分が著しくな
ることがあり、したがって、ＵＥはＣＲＳ－ＩＣから恩恵を受ける。したがって、ネット
ワーク負荷が重い場合、ｅＮＢ８１２は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすることを回避し得るが
、ネットワーク負荷が軽い場合、ｅＮＢ８１２は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすることをＵＥ
８１４にシグナリングし得る。
【００４７】
　[0063]以下のＵＥビヘイビアは、たとえば、ＵＥがＲｅｌ１２ＵＥであるときに観測さ
れ得る。第１のビヘイビアによれば、ＵＥは、それがＩＥ　ＮｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ
－Ｉｎｆｏ－ｒ１１を受信した場合、復調のためにＣＲＳ－ＩＣを実行することになる。
第２のビヘイビアによれば、ＵＥは、それがＲＲＭ／ＲＬＭ／ＣＳＩのための制限付き測
定構成なしにＩＥを受信した場合、ＣＲＳ－ＩＣを実行し得る。
【００４８】
　[0064]第１の実施形態はいくつかの利点を提供する。第１に、ＣＲＳ－ＩＣをトリガす
ることに関してＵＥ８１４にシグナリングするためにＮｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎ
ｆｏ－ｒ１１が使用され得るので、新しいシグナリングは必要でない。第２に、第２のビ
ヘイビアの場合、第２のビヘイビアは、ＵＥ８１４がＣＲＳ－ＩＣを実行すべきかどうか
を決定することを可能にするので、ＵＥ８１４に対する変更はない。
【００４９】
　[0065]第２の実施形態では、ＵＥ状態に基づいてＵＥ８１４がＣＲＳ－ＩＣから恩恵を
受けることになるとｅＮＢ８１２が決定した場合、ｅＮＢ８１２は、ＣＲＳ－ＩＣをトリ
ガすることをＵＥ８１４にシグナリングする。ＵＥ８１４は、ｅＮＢ８１２がＮｅｉｇｈ
ＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎｆｏ－ｒ１１をＵＥ８１４にシグナリングする場合、復調のため
にＣＲＳ－ＩＣを実行し、それは第１の実施形態の第１のビヘイビアと同じビヘイビアで
ある。ＵＥ８１４はＲｅｌ１２ＵＥであり得る。第２の実施形態では、ｅＮＢ８１２は、
ＵＥごとにＣＲＳ－ＩＣをトリガするという決定を行う。したがって、ある基準が満たさ
れる場合、ｅＮＢ８１２は、ＵＥ８１４におけるＣＲＳ－ＩＣをトリガするためにＵＥ８
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１４にＩＥを送信する。第２の実施形態は、新しいシグナリングがなく、ネットワークが
復調性能を最適化するときにＵＥ８１４を考慮に入れるという点で有利である。
【００５０】
　[0066]第２の実施形態では、ｅＮＢ８１２によってＣＲＳ－ＩＣをトリガする際に考慮
される基準は、トラフィックタイプと、ＣＤＲＸ状態と、ＵＥ８１４側のＰＰＩ状態と、
ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態とを含み得る。ＵＥ８１４がボイストラフィック（たとえば
、ＶｏＬＴＥ）またはバックグラウンドタイプ（軽い）トラフィックを用いてサービスさ
れることをトラフィックタイプが示す場合、ｅＮＢ８１２はＣＲＳ－ＩＣトリガリングを
回避する。たとえば、ボイストラフィックまたはバックグラウンドタイプトラフィックの
場合、低いバッテリー消費量を維持することが選好されるので、バッテリー電力を消費す
るＣＲＳ－ＩＣは望ましくないことがある。ＣＤＲＸ状態の場合、ＣＲＳ－ＩＣトリガリ
ングを制御するために少なくとも以下の２つのオプションが存在し得る。一態様では、Ｃ
ＤＲＸの場合、バッテリー消費量が高くなり得るので、一定のＣＤＲＸ状態でＣＲＳ－Ｉ
Ｃトリガリングを回避することが望ましいことがある。１つのオプションでは、ＵＥ８１
４ではＣＤＲＸが有効にされたことをＣＤＲＸ状態が示す場合、ｅＮＢ８１２はＣＲＳ－
ＩＣトリガリングを回避する。別のオプションでは、ｅＮＢ８１２は、ＣＤＲＸ構成（た
とえば、ＣＤＲＸサイクル）に応じてＣＲＳ－ＩＣトリガリングを回避する。たとえば、
ＣＤＲＸ構成が大部分の時間ＵＥ８１４をＤＲＸオフに保つ場合、ｅＮＢ８１２は、ＣＲ
Ｓ－ＩＣをオンにすることを回避する。ＵＥ８１４が（たとえば、ｐｏｗｅｒＰｒｅｆＩ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ＩＥを介して）ｅＮＢ８１２に低電力選好をシグナリングしたこと
をＰＰＩ状態が示す場合、ｅＮＢ８１２は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすることを回避する。
別の例では、ＰＰＩは、低電力が選好されるのか高電力が選好されるのかを示し得、低電
力が選好される場合にＵＥ８１４において電力を節約するために、ＣＲＳ－ＩＣトリガリ
ングは回避される。
【００５１】
　[0067]ＵＥ　ＲＦ状態に関して、以下の手法は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうか
を決定する際にＲＦ状態を考慮するために使用され得る。第１の手法では、ｅＮＢ８１２
は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうかを決定するために（１つまたは複数の）サービ
ングセルの基準信号受信電力（ＲＳＲＰ：reference signal received power）および／
または（１つまたは複数の）ネイバーセルのＲＳＲＰを考慮する。たとえば、サービング
セルのＲＳＲＰが第１のしきい値よりも大きい場合、および／またはネイバーセルのＲＳ
ＲＰが第２のしきい値よりも小さい場合、ｅＮＢ８１２はＣＲＳ－ＩＣをトリガすること
を回避する。第２の手法では、ｅＮＢ８１２は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうかを
決定するためにサービングセルのＲＳＲＰとネイバーセルのＲＳＲＰとの間の差を考慮す
る。たとえば、サービングセルのＲＳＲＰとネイバーセルのＲＳＲＰとの間の差が第３の
しきい値よりも大きく、ｅＮＢ８１２はＣＲＳ－ＩＣをトリガすることを回避する。第３
の手法では、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうかを決定するために、サービングセルか
らの受信エネルギー（Ｅｓ：received energy）と、総干渉（total interference）（た
とえば、干渉オーバーサーマル（Ｉｏｔ：interference over thermal））と、背景雑音
パワースペクトル密度（Ｎｏｃ：background noise power spectral density）とが考慮
される。たとえば、サービングセルＥｓ／Ｉｏｔが第４のしきい値よりも大きく、サービ
ングセルＥｓ／Ｎｏｃが第５のしきい値よりも小さい場合、ｅＮＢ８１２はＣＲＳ－ＩＣ
をトリガすることを回避する。第４の手法では、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうかを
決定するために、ネイバーセルからの受信エネルギー（Ｅｓ）と、総干渉（たとえば、Ｉ
ｏｔ）と、Ｎｏｃとが考慮される。たとえば、ネイバーセルＥｓ／Ｉｏｔが第６のしきい
値よりも大きく、ネイバーセルＥｓ／Ｎｏｃが第７のしきい値よりも小さい場合、ｅＮＢ
８１２は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすることを回避する。
【００５２】
　[0068]第３の実施形態では、ＵＥ８１４はＣＲＳ－ＩＣを自律的にトリガする。ＵＥ８
１４はＲｅｌ１２ＵＥであり得る。ＵＥ８１４は、ｅＮＢ８１２がＵＥ８１４にＩＥ　Ｎ
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ｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎｆｏ－ｒ１１をシグナリングする場合、復調のためにＣ
ＲＳ－ＩＣを実行し得る。したがって、ＵＥ８１４は、Ｒｅｌ１１　ＵＥと同様の方法で
実行し得る。ＵＥ８１４がｅＮＢ８１２からＩＥを受信すると、ＵＥは、様々な基準に基
づいてＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうかを決定することによってＣＲＳ－ＩＣトリガ
リングを最適化する。ＵＥ８１４によってＣＲＳ－ＩＣをトリガする際に考慮される基準
は、トラフィックタイプと、接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態と、ＵＥ８１４側の電力選好
インジケータ（ＰＰＩ）状態と、ＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態とを含み得る。ＵＥ８１４
は、ＵＥ電力モード、およびネットワークに知られていないＵＥ内部測定値など、他の基
準をさらに考慮し得る。第３の実施形態は、ＵＥがＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうか
に関する最終決定を行うので、ＵＥフレキシビリティが保持されるという点で有利である
。さらに、第３の実施形態はＲｅｌ１１の仕様と同じ仕様を使用するので、第３の実施形
態の仕様変更はない。
【００５３】
　[0069]第３の実施形態では、ＵＥ８１４がボイストラフィック（たとえば、ボイスオー
バーＬＴＥ（ＶｏＬＴＥ））またはバックグラウンドタイプ（軽い）トラフィックを用い
てサービスされることをトラフィックタイプが示す場合、ＵＥ８１４はＣＲＳ－ＩＣトリ
ガリングを回避する。１つのオプションでは、ＵＥ８１４ではＣＤＲＸが有効にされたこ
とをＣＤＲＸ状態が示す場合、ＵＥ８１４はＵＥ８１４におけるＣＲＳ－ＩＣトリガリン
グを回避する。別のオプションでは、ＵＥ８１４は、ＣＤＲＸ構成（たとえば、ＣＤＲＸ
サイクル）に応じてＵＥ８１４におけるＣＲＳ－ＩＣトリガリングを回避する。たとえば
、ＣＤＲＸ構成が大部分の時間ＵＥ８１４をＤＲＸオフに保つ場合、ＵＥ８１４は、ＣＲ
Ｓ－ＩＣをオンにすることを回避する。ＵＥ８１４が（たとえば、ｐｏｗｅｒＰｒｅｆＩ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ＩＥを介して）ｅＮＢ８１２に低電力選好をシグナリングしたこと
をＰＰＩ状態が示す場合、ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４におけるＣＲＳ－ＩＣトリガリング
を回避する。たとえば、ＰＰＩは、低電力が選好されるのか高電力が選好されるのかを示
し得、低電力が選好される場合にＵＥ８１４において電力を節約するために、ＣＲＳ－Ｉ
Ｃトリガリングは回避される。
【００５４】
　[0070]ＵＥ　ＲＦ状態に関して、以下の手法は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうか
を決定する際にＲＦ状態を考慮するために使用され得る。第１の手法では、ｅＮＢ８１２
は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうかを決定するために（１つまたは複数の）サービ
ングセルのＲＳＲＰおよび／または（１つまたは複数の）ネイバーセルのＲＳＲＰを考慮
する。たとえば、サービングセルのＲＳＲＰが第１のしきい値よりも大きい場合、および
／またはネイバーセルのＲＳＲＰが第２のしきい値よりも小さい場合、ＵＥ８１４は、Ｕ
Ｅ８１４におけるＣＲＳ－ＩＣトリガリングを回避する。第２の手法では、ｅＮＢ８１２
は、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうかを決定するためにサービングセルのＲＳＲＰと
ネイバーセルのＲＳＲＰとの間の差を考慮する。たとえば、サービングセルのＲＳＲＰと
ネイバーセルのＲＳＲＰとの間の差が第３のしきい値よりも大きく、ＵＥ８１４は、ＵＥ
８１４におけるＣＲＳ－ＩＣトリガリングを回避する。第３の手法では、ＣＲＳ－ＩＣを
トリガすべきかどうかを決定するために、サービングセルからの受信エネルギー（Ｅｓ）
と、総干渉（たとえば、Ｉｏｔ）と、Ｎｏｃとが考慮される。たとえば、サービングセル
Ｅｓ／Ｉｏｔが第４のしきい値よりも大きく、サービングセルＥｓ／Ｎｏｃが第５のしき
い値よりも小さい場合、ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４におけるＣＲＳ－ＩＣトリガリングを
回避する。第４の手法では、ＣＲＳ－ＩＣをトリガすべきかどうかを決定するために、ネ
イバーセルからの受信エネルギー（Ｅｓ）と、総干渉（たとえば、Ｉｏｔ）と、Ｎｏｃと
が考慮される。たとえば、ネイバーセルＥｓ／Ｉｏｔが第６のしきい値よりも大きく、ネ
イバーセルＥｓ／Ｎｏｃが第７のしきい値よりも小さい場合、ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４
におけるＣＲＳ－ＩＣトリガリングを回避する。
【００５５】
　[0071]第４の実施形態では、ＵＥ８１４は、新しい能力フィールドを介してＣＲＳ－Ｉ
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Ｃに関するＵＥ８１４の選好指示をｅＮＢ８１２にシグナリングする。以下の２つの手法
は第４の実施形態のために利用され得る。第１の手法では、Ｒｅｌ１２　ＵＥであり得る
ＵＥ８１４は、ＵＥＡｓｓｉｓｔａｎｃｅＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎメッセージ中にｐｏｗ
ｅｒＰｒｅｆＩｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ＩＥについての新しい値を導入する。概して、ｐｏ
ｗｅｒＰｒｅｆＩｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ＩＥは、（たとえば、Ｒｅｌ１１では）２つの値
のみを有し、それらはｎｏｒｍａｌおよびｌｏｗＰｏｗｅｒＣｏｎｓｕｍｐｔｉｏｎであ
る。２つの値に加えて、ＵＥ８１４がＣＲＳ－ＩＣに関する新しい選好指示をｅＮＢ８１
２に与え得るように、第１の手法に従って、ｐｏｗｅｒＰｒｅｆＩｎｄｉｃａｔｉｏｎ　
ＩＥのために新しい選好指示値ｗＰｏｗｅｒＣｏｎｓｕｍｐｔｉｏｎ－ｒ１２が導入され
る。第２の手法では、ＵＥ８１４は、新しいＩＥを介してＣＲＳ－ＩＣに関する新しい選
好指示をｅＮＢ８１２に与えるために、ＣＲＳ－ＩＣ選好のための新しいＩＥを全面的に
導入する。ｅＮＢ８１２がＵＥ８１４から新しい選好指示を受信したとき、ｅＮＢ８１２
は、新しい選好指示に従ってＵＥ８１４のためにＣＲＳ－ＩＣをオフにすべきかどうかを
決定し得る。一態様では、ｅＮＢ８１２は、ＮｅｉｇｈＣｅｌｌｓＣＲＳ－Ｉｎｆｏ－ｒ
１１リストをリリースし得る。第４の実施形態は、ｅＮＢ８１２が、ＵＥ８１４のために
ＣＲＳ－ＩＣをオフにすべきかどうかを決定する際にＵＥ選好を考慮に入れることができ
るという点で有利である。
【００５６】
　[0072]第１～第４の実施形態の機能は、互いと組み合わせて利用され得る。たとえば、
第２のＵＥビヘイビアを用いた第１の実施形態は、第３の実施形態と組み合わされ得る。
【００５７】
　[0073]図９は、一実施形態による、同種ネットワークにおけるＣＲＳ－ＩＣトリガリン
グの方法のフローチャート９００である。本方法はｅＮＢによって実行され得る。ステッ
プ９０２において、ｅＮＢは、同種ネットワークにおいて干渉消去をトリガするための基
準が満たされるかどうかを決定する。ステップ９０４において、１つまたは複数の基準が
満たされる場合、ｅＮＢは、ＵＥにおける干渉消去をトリガすることを制御するための信
号をＵＥに送信する。
【００５８】
　[0074]再び図８を参照すると、ｅＮＢ８１２は、同種ネットワークにおいて干渉消去（
たとえば、ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための基準が満たされるかどうかを決定する。基
準が満たされる場合、ｅＮＢ８１２は、ＵＥ８１４における干渉消去をトリガすることを
制御するための信号をＵＥ８１４に送信する。基準はＵＥ固有状態に関連付けられないこ
とがあり、ネットワーク負荷状態（network loading conditions）を含み得る。送信され
た信号は、ＵＥ８１４における干渉消去をトリガすることを引き起こすための情報要素（
ＩＥ）であり得る。ＩＥは、ＵＥ８１４における干渉消去を随意にトリガするために、時
分割制限付き測定値が無線リソース管理／無線リンク監視／チャネル状態情報（ＲＲＭ／
ＲＬＭ／ＣＳＩ）のために構成されることなしに送信され得る。
【００５９】
　[0075]基準はＵＥ固有状態に関連付けられ得る。ＵＥ固有状態に関連付けられた基準は
、トラフィックタイプ、接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、電力選好インジケータ（ＰＰＩ
）状態、またはＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含み得る。ＵＥ８
１４がボイストラフィックまたはバックグラウンドタイプトラフィックを用いてサービス
されることをトラフィックタイプが示す場合、ｅＮＢ８１２は、干渉消去をトリガする信
号をＵＥ８１４に送信することを控える。ＣＤＲＸがＵＥ８１４において有効にされるこ
とをＣＤＲＸ状態が示す場合、ｅＮＢ８１２は、干渉消去をトリガする信号をＵＥ８１４
に送信することを控える。ＣＤＲＸ状態がＣＤＲＸ構成を示す場合、ｅＮＢ８１２は、Ｃ
ＤＲＸ構成に基づいて干渉消去をトリガする信号をＵＥ８１４に送信することを控えるこ
とを決定する。ＵＥ８１４がｅＮＢ８１２に低電力選好をシグナリングすることをＰＰＩ
が示す場合、ｅＮＢ８１２は、干渉消去をトリガする信号をＵＥ８１４に送信することを
控える。
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【００６０】
　[0076]ＲＦ状態に従って、第１の条件と第２の条件とのうちの１つが満たされる場合、
ｅＮＢ８１２は、干渉消去をトリガする信号をＵＥ８１４に送信することを控え、ただし
、第１の条件は、サービングセルの基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）が第１のしきい値より
も大きいことであり、第２の条件は、ネイバーセルのＲＳＲＰが第２のしきい値よりも小
さいことである。ＲＦ状態に従って、サービングセルのＲＳＲＰとネイバーセルのＲＳＲ
Ｐとの間の差が第３のしきい値よりも大きい場合、ｅＮＢ８１２は、干渉消去をトリガす
る信号をＵＥ８１４に送信することを控える。ＲＦ状態に従って、第３の条件と第４の条
件とのうちの１つが満たされる場合、ｅＮＢ８１２は、干渉消去をトリガする信号をＵＥ
８１４に送信することを控え、ただし、第３の条件は、総干渉ごとのサービングセルから
の受信エネルギーが第４のしきい値よりも大きいことであり、第４の条件は、背景雑音パ
ワースペクトル密度ごとのサービングセルからの受信エネルギーが第５のしきい値よりも
小さいことである。ＲＦ状態に従って、第５の条件と第６の条件とのうちの１つが満たさ
れる場合、ｅＮＢ８１２は、干渉消去をトリガする信号をＵＥ８１４に送信することを控
え、ただし、第５の条件は、総干渉ごとのネイバーセルからの受信エネルギーが第６のし
きい値よりも大きいことであり、第６の条件は、背景雑音パワースペクトル密度ごとのネ
イバーセルからの受信エネルギーが第７のしきい値よりも小さいことである。
【００６１】
　[0077]基準が、ＵＥ８１４において前にトリガされた干渉消去を非アクティブにするた
めに満たされる場合、ｅＮＢ８１２は、干渉消去を非アクティブにするために信号をＵＥ
８１４に送信する。基準は、ＵＥ８１４から受信されたＵＥ選好、すなわち、干渉消去に
関する選好を含み得、１つまたは複数の基準が満たされる場合、信号は、干渉消去を非ア
クティブにするためにＵＥ８１４に送信される。ＵＥ選好はＵＥ８１４の電力消費レベル
に関連付けられ得る。
【００６２】
　[0078]図１０は、例示的な装置１００２中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデ
ータフローを示す概念データフロー図１０００である。本装置はｅＮＢであり得る。本装
置は、同種ネットワークにおいて干渉消去をトリガするための１つまたは複数の基準が満
たされるかどうかを決定する決定モジュール１００４と、１つまたは複数の基準が満たさ
れる場合、ＵＥ１０５０における干渉消去をトリガすることを制御するための信号をＵＥ
１０５０に送信する送信モジュール１００６とを含む。本装置は、ＵＥ１０５０からデー
タを受信するための受信モジュール１００８をさらに含む。
【００６３】
　[0079]一態様では、１つまたは複数の基準はＵＥ固有状態に関連付けられず、ネットワ
ーク負荷状態を含む。一態様では、送信信号は、ＵＥ１０５０において干渉消去をトリガ
することを引き起こすためのＩＥである。一態様では、ＩＥは、ＵＥ１０５０における干
渉消去を随意にトリガするために、時分割制限付き測定値がＲＲＭ／ＲＬＭ／ＣＳＩのた
めに構成されることなしに送信される。
【００６４】
　[0080]一態様では、１つまたは複数の基準は、１つまたは複数のＵＥ固有状態に関連付
けられ、トラフィックタイプ、ＣＤＲＸ状態、ＰＰＩ状態、またはＵＥ　ＲＦ状態のうち
の少なくとも１つを含む。そのような態様では、ＵＥ１０５０がボイストラフィックまた
はバックグラウンドタイプトラフィックを用いてサービスされることをトラフィックタイ
プが示す場合、ｅＮＢは、決定モジュール１００４を介して、干渉消去をトリガする信号
をＵＥ１０５０に送信することを控える。そのような態様では、ＣＤＲＸがＵＥ１０５０
において有効にされることをＣＤＲＸ状態が示す場合、ｅＮＢは、決定モジュール１００
４を介して、干渉消去をトリガする信号をＵＥ１０５０に送信することを控える。そのよ
うな態様では、ＣＤＲＸ状態がＣＤＲＸ構成を示す場合、ｅＮＢは、決定モジュール１０
０４を介して、ＣＤＲＸ構成に基づいて干渉消去をトリガする信号をＵＥ１０５０に送信
することを控えることを決定する。そのような態様では、ＵＥ１０５０が受信モジュール
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１００８を介してｅＮＢに低電力選好をシグナリングすることをＰＰＩが示す場合、ｅＮ
Ｂは、決定モジュール１００４を介して、干渉消去をトリガする信号をＵＥに送信するこ
とを控える。
【００６５】
　[0081]そのような態様では、ＲＦ状態に従って、第１の条件と第２の条件とのうちの１
つが満たされる場合、ｅＮＢは、決定モジュール１００４を介して、干渉消去をトリガす
る信号をＵＥ１０５０に送信することを控え、ただし、第１の条件は、サービングセルの
ＲＳＲＰが第１のしきい値よりも大きいことであり、第２の条件は、ネイバーセルのＲＳ
ＲＰが第２のしきい値よりも小さいことである。そのような態様では、ＲＦ状態に従って
、サービングセルのＲＳＲＰとネイバーセルのＲＳＲＰとの間の差が第３のしきい値より
も大きい場合、決定モジュール１００４を介したｅＮＢは、決定モジュール１００４を介
して、干渉消去をトリガする信号をＵＥ１０５０に送信することを控える。そのような態
様では、ＲＦ状態に従って、第３の条件と第４の条件とのうちの１つが満たされる場合、
ｅＮＢは、決定モジュール１００４を介して、干渉消去をトリガする信号をＵＥ１０５０
に送信することを控え、ただし、第３の条件は、総干渉ごとのサービングセルからの受信
エネルギーが第４のしきい値よりも大きいことであり、第４の条件は、背景雑音パワース
ペクトル密度ごとのサービングセルからの受信エネルギーが第５のしきい値よりも小さい
ことである。そのような態様では、ＲＦ状態に従って、第５の条件と第６の条件とのうち
の１つが満たされる場合、ｅＮＢは、決定モジュール１００４を介して、干渉消去をトリ
ガする信号をＵＥ１０５０に送信することを控え、ただし、第５の条件は、総干渉ごとの
ネイバーセルからの受信エネルギーが第６のしきい値よりも大きいことであり、第６の条
件は、背景雑音パワースペクトル密度ごとのネイバーセルからの受信エネルギーが第７の
しきい値よりも小さいことである。
【００６６】
　[0082]一態様では、１つまたは複数の基準が、ＵＥにおいて前にトリガされた干渉消去
を非アクティブにするために満たされる場合、ｅＮＢは、送信モジュール１００６を介し
て、干渉消去を非アクティブにするために信号をＵＥ１０５０に送信する。そのような態
様では、１つまたは複数の基準は、ＵＥ１０５０から受信されたＵＥ選好、すなわち、干
渉消去に関する選好を含み、１つまたは複数の基準が満たされる場合、信号は、干渉消去
を非アクティブにするためにＵＥ１０５０に送信される。そのような態様では、ＵＥ選好
はＵＥ１０５０の電力消費レベルに関連付けられる。
【００６７】
　[0083]本装置は、図９の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を実
行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図９の上述のフローチャート中の各ス
テップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのうちの
１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズム
を行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられ
たプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか
、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれら
の何らかの組合せであり得る。
【００６８】
　[0084]図１１は、処理システム１１１４を採用する装置１００２’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図１１００である。処理システム１１１４は、バス１１２４によ
って概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１１２４は、処理
システム１１１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
バスおよびブリッジを含み得る。バス１１２４は、プロセッサ１１０４によって表される
１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１０
０４、１００６、１００８と、コンピュータ可読媒体１１０６とを含む様々な回路を互い
にリンクする。バス１１２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および
電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野におい
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てよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【００６９】
　[0085]処理システム１１１４はトランシーバ１１１０に結合され得る。トランシーバ１
１１０は、１つまたは複数のアンテナ１１２０に結合される。トランシーバ１１１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１１１０
は、１つまたは複数のアンテナ１１２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム１１１４、特に受信モジュール１１０８に与える。
さらに、トランシーバ１１１０は、処理システム１１１４、特に送信モジュール１００６
から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１１２０に適
用されるべき信号を生成する。処理システム１１１４は、コンピュータ可読媒体１１０６
に結合されたプロセッサ１１０４を含む。プロセッサ１１０４は、コンピュータ可読媒体
１１０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェア
は、プロセッサ１１０４によって実行されたとき、処理システム１１１４に、任意の特定
の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体１１０６
はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１１０４によって操作されるデータを
記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１１０４、１１０６、および
１１０８のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ１１
０４中で動作し、コンピュータ可読媒体１１０６中に常駐する／記憶された、ソフトウェ
アモジュールであるか、プロセッサ１１０４に結合された１つまたは複数のハードウェア
モジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１１１４
は、ｅＮＢ６１０の構成要素であり得、メモリ６７６および／またはＴＸプロセッサ６１
６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５とのうちの少なくとも
１つを含み得る。
【００７０】
　[0086]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、同種ネット
ワークにおいて干渉消去をトリガするための１つまたは複数の基準が満たされるかどうか
を決定するための手段と、１つまたは複数の基準が満たされる場合、ＵＥにおける干渉消
去をトリガすることを制御するための信号をＵＥに送信するための手段とを含む。上述の
手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、装置１００２
、および／または装置１００２’の処理システム１１１４の上述のモジュールのうちの１
つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１１１４は、ＴＸプロセ
ッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５とを含み得る
。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行す
るように構成されたＴＸプロセッサ６１６、ＲＸプロセッサ６７０、およびコントローラ
／プロセッサ６７５であり得る。
【００７１】
　[0087]図１２は、別の実施形態による、同種ネットワークにおけるＣＲＳ－ＩＣトリガ
リングの方法のフローチャート１２００である。本方法はＵＥによって実行され得る。ス
テップ１２０２において、ＵＥは、ＵＥが時分割制限付き測定値で構成されないとき、干
渉消去をトリガするための１つまたは複数の基準が満たされるかどうかを決定する。ステ
ップ１２０４において、ＵＥは、１つまたは複数の基準が満たされる場合、および干渉消
去をトリガするための信号が受信された場合、ＵＥにおける干渉消去を制御する。
【００７２】
　[0088]再び図８を参照すると、ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４が時分割制限付き測定値で構
成されないとき、干渉消去（たとえば、ＣＲＳ－ＩＣ）をトリガするための基準が満たさ
れるかどうかを決定する。基準が満たされる場合、および干渉消去をトリガするための信
号が受信された場合、ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４における干渉消去を制御する。基準はＵ
Ｅ固有状態に関連付けられ得る。ＵＥ固有状態に関連付けられた基準は、トラフィックタ
イプ、接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、電力選好インジケータ（ＰＰＩ）状態、またはＵ
Ｅ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含み得る。基準は１つまたは複数の
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ＵＥ固有設定をさらに含み得る。ＵＥ固有設定は、ＵＥ電力モードまたはＵＥ内部測定値
のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００７３】
　[0089]ＵＥ８１４がボイストラフィックまたはバックグラウンドタイプトラフィックを
用いてサービスされることをトラフィックタイプが示す場合、ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４
における干渉消去をトリガすることを控える。ＣＤＲＸがＵＥ８１４において有効にされ
ることをＣＤＲＸ状態が示す場合、ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４における干渉消去をトリガ
することを控える。ＣＤＲＸ状態がＣＤＲＸ構成を示す場合、ＵＥ８１４は、ＣＤＲＸ構
成に基づいてＵＥ８１４における干渉消去をトリガすることを控えることを決定する。Ｕ
Ｅ８１４がｅＮＢ８１２に低電力選好をシグナリングすることをＰＰＩが示す場合、ＵＥ
８１４は、ＵＥ８１４における干渉消去をトリガすることを控える。
【００７４】
　[0090]ＲＦ状態に従って、第１の条件と第２の条件とのうちの１つが満たされる場合、
ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４における干渉消去をトリガすることを控え、ただし、第１の条
件は、サービングセルの基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）が第１のしきい値よりも大きいこ
とであり、第２の条件は、ネイバーセルのＲＳＲＰが第２のしきい値よりも小さいことで
ある。ＲＦ状態に従って、サービングセルのＲＳＲＰとネイバーセルのＲＳＲＰとの間の
差が第３のしきい値よりも大きい場合、ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４における干渉消去をト
リガすることを控える。ＲＦ状態に従って、第３の条件と第４の条件とのうちの１つが満
たされる場合、ＵＥ８１４は、ＵＥ８１４における干渉消去をトリガすることを控え、た
だし、第３の条件は、総干渉ごとのサービングセルからの受信エネルギーが第４のしきい
値よりも大きいことであり、第４の条件は、背景雑音パワースペクトル密度ごとのサービ
ングセルからの受信エネルギーが第５のしきい値よりも小さいことである。ＲＦ状態に従
って、第５の条件と第６の条件とのうちの１つが満たされる場合、ＵＥ８１４は、ＵＥ８
１４における干渉消去をトリガすることを控え、ただし、第５の条件は、総干渉ごとのネ
イバーセルからの受信エネルギーが第６のしきい値よりも大きいことであり、第６の条件
は、背景雑音パワースペクトル密度ごとのネイバーセルからの受信エネルギーが第７のし
きい値よりも小さいことである。
【００７５】
　[0091]一態様では、ＵＥにおいて干渉消去を制御することは、ネットワークにおいて動
作している間に制御信号を受信することと、受信された信号に基づいて、干渉消去をまだ
実行していないときに干渉消去をアクティブにするか、または干渉消去をすでに実行して
いるときに干渉消去を非アクティブにすることとを含み得る。そのような態様では、制御
信号は、ＵＥ８１４が干渉消去に関連付けられた選好指示をｅＮＢ８１２に送信した後に
受信される。
【００７６】
　[0092]図１３は、例示的な装置１３０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデ
ータフローを示す概念データフロー図１３００である。本装置はＵＥであり得る。本装置
は、ＵＥが時分割制限付き測定値で構成されないとき、干渉消去をトリガするための１つ
または複数の基準が満たされるかどうかを決定する決定モジュール１３０４と、１つまた
は複数の基準が満たされる場合、および干渉消去をトリガするための信号が受信された場
合、ＵＥにおける干渉消去を制御する制御モジュール１３０６とを含む。本装置は、基地
局１３５０にデータを送信するための送信モジュール１３０８と、基地局１３５０からデ
ータを受信するための受信モジュール１３１０とをさらに含む。
【００７７】
　[0093]一態様では、１つまたは複数の基準は、１つまたは複数のＵＥ固有状態に関連付
けられ、トラフィックタイプ、接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、電力選好インジケータ（
ＰＰＩ）状態、またはＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む。その
ような態様では、ＵＥがボイストラフィックまたはバックグラウンドタイプトラフィック
を用いてサービスされることをトラフィックタイプが示す場合、ＵＥは、決定モジュール
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１３０４を介して、ＵＥにおける干渉消去をトリガすることを控える。そのような態様で
は、ＣＤＲＸがＵＥにおいて有効にされることをＣＤＲＸ状態が示す場合、ＵＥは、決定
モジュール１３０４を介して、ＵＥにおける干渉消去をトリガすることを控える。そのよ
うな態様では、ＣＤＲＸ状態がＣＤＲＸ構成を示す場合、ＵＥは、決定モジュール１３０
４を介して、ＣＤＲＸ構成に基づいてＵＥにおける干渉消去をトリガすることを控えるこ
とを決定する。そのような態様では、ＵＥが、送信モジュール１３０８を介して、基地局
１３５０に低電力選好をシグナリングすることをＰＰＩが示す場合、ＵＥは、決定モジュ
ール１３０４を介して、ＵＥにおける干渉消去をトリガすることを控える。
【００７８】
　[0094]そのような態様では、ＲＦ状態に従って、第１の条件と第２の条件とのうちの１
つが満たされる場合、ＵＥは、決定モジュール１３０４を介して、ＵＥにおける干渉消去
をトリガすることを控え、ただし、第１の条件は、サービングセルの基準信号受信電力（
ＲＳＲＰ）が第１のしきい値よりも大きいことであり、第２の条件は、ネイバーセルのＲ
ＳＲＰが第２のしきい値よりも小さいことである。そのような態様では、ＲＦ状態に従っ
て、サービングセルのＲＳＲＰとネイバーセルのＲＳＲＰとの間の差が第３のしきい値よ
りも大きい場合、ＵＥは、決定モジュール１３０４を介して、ＵＥにおける干渉消去をト
リガすることを控える。そのような態様では、ＲＦ状態に従って、第３の条件と第４の条
件とのうちの１つが満たされる場合、ＵＥは、決定モジュール１３０４を介して、ＵＥに
おける干渉消去をトリガすることを控え、ただし、第３の条件は、総干渉ごとのサービン
グセルからの受信エネルギーが第４のしきい値よりも大きいことであり、第４の条件は、
背景雑音パワースペクトル密度ごとのサービングセルからの受信エネルギーが第５のしき
い値よりも小さいことである。そのような態様では、ＲＦ状態に従って、第５の条件と第
６の条件とのうちの１つが満たされる場合、ＵＥは、決定モジュール１３０４を介して、
ＵＥにおける干渉消去をトリガすることを控え、ただし、第５の条件は、総干渉ごとのネ
イバーセルからの受信エネルギーが第６のしきい値よりも大きいことであり、第６の条件
は、背景雑音パワースペクトル密度ごとのネイバーセルからの受信エネルギーが第７のし
きい値よりも小さいことである。
【００７９】
　[0095]そのような態様では、１つまたは複数の基準は１つまたは複数のＵＥ固有設定を
さらに含み、１つまたは複数のＵＥ固有設定はＵＥ電力モードまたはＵＥ内部測定値のう
ちの少なくとも１つを含む。
【００８０】
　[0096]一態様では、ＵＥにおいて干渉消去を制御することは、ネットワークにおいて動
作している間に、受信モジュール１３１０を介して基地局１３５０から制御信号を受信す
ることと、受信された信号に基づいて、干渉消去をまだ実行していないときに制御モジュ
ール１３０６を介して干渉消去をアクティブにするか、または干渉消去をすでに実行して
いるときに干渉消去を非アクティブにすることとを含む。そのような態様では、制御信号
は、ＵＥが、送信モジュール１３０８を介して、干渉消去に関連付けられた選好指示を基
地局１３５０に送信した後に、受信モジュール１３１０を介して受信される。
【００８１】
　[0097]本装置は、図１２の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を
実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１２の上述のフローチャート中の
各ステップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのう
ちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリ
ズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べ
られたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装され
るか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそ
れらの何らかの組合せであり得る。
【００８２】
　[0098]図１４は、処理システム１４１４を採用する装置１３０２’のためのハードウェ
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ア実装形態の一例を示す図１４００である。処理システム１４１４は、バス１４２４によ
って概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１４２４は、処理
システム１４１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
バスおよびブリッジを含み得る。バス１４２４は、プロセッサ１４０４によって表される
１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１３
０４、１３０６、１３０８、１３１０と、コンピュータ可読媒体１４０６とを含む様々な
回路を互いにリンクする。バス１４２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整
器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術
分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【００８３】
　[0099]処理システム１４１４はトランシーバ１４１０に結合され得る。トランシーバ１
４１０は、１つまたは複数のアンテナ１４２０に結合される。トランシーバ１４１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１４１０
は、１つまたは複数のアンテナ１４２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム１４１４、特に受信モジュール１３１０に与える。
さらに、トランシーバ１４１０は、処理システム１４１４、特に送信モジュール１３０８
から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１４２０に適
用されるべき信号を生成する。処理システム１４１４は、コンピュータ可読媒体１４０６
に結合されたプロセッサ１４０４を含む。プロセッサ１４０４は、コンピュータ可読媒体
１４０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェア
は、プロセッサ１４０４によって実行されたとき、処理システム１４１４に、任意の特定
の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体１４０６
はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１４０４によって操作されるデータを
記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１３０４、１３０６、１３０
８、および１３１０のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらのモジュールは、プロ
セッサ１４０４中で動作し、コンピュータ可読媒体１４０６中に常駐する／記憶された、
ソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１４０４に結合された１つまたは複数のハ
ードウェアモジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システ
ム１４１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得、メモリ６６０および／またはＴＸプロセ
ッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とのうちの少
なくとも１つを含み得る。
【００８４】
　[00100]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１３０２／１３０２’は、ＵＥが時
分割制限付き測定値で構成されないとき、干渉消去をトリガするための１つまたは複数の
基準が満たされるかどうかを決定するための手段と、１つまたは複数の基準が満たされる
場合、および干渉消去をトリガするための信号が受信された場合、ＵＥにおける干渉消去
を制御するための手段とを含む。上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実
行するように構成された、装置１３０２、および／または装置１３０２’の処理システム
１４１４の上述のモジュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように
、処理システム１４１４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コント
ローラ／プロセッサ６５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述
の手段によって具陳された機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸ
プロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９であり得る。
【００８５】
　[00101]図１５は、別の実施形態による、同種ネットワークにおけるＣＲＳ－ＩＣトリ
ガリングの方法のフローチャート１５００である。本方法はＵＥによって実行され得る。
ステップ１５０２において、ＵＥは、ネットワークにおいて動作している間に制御信号を
受信する。ステップ１５０４において、受信された信号に基づいて、ＵＥは、干渉消去を
まだ実行していないときに干渉消去をアクティブにするか、または干渉消去をすでに実行
しているときに干渉消去を非アクティブにする。
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【００８６】
　[00102]再び図８を参照すると、ＵＥ８１４は、ネットワークにおいて動作している間
に制御信号を受信している。受信された信号に基づいて、ＵＥ８１４は、干渉消去をまだ
実行していないときに干渉消去をアクティブにするか、または干渉消去をすでに実行して
いるときに干渉消去を非アクティブにする。
【００８７】
　[00103]図１６は、例示的な装置１６０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図１６００である。本装置はＵＥであり得る。本装
置は、ネットワークにおいて動作している間に制御信号を受信する受信モジュール１６０
４と、受信された信号に基づいて、干渉消去をまだ実行していないときに干渉消去をアク
ティブにするか、または干渉消去をすでに実行しているときに干渉消去を非アクティブに
する制御モジュール１６０６とを含む。
【００８８】
　[00104]本装置は、図１２の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々
を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１２の上述のフローチャート中
の各ステップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールの
うちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴ
リズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述
べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装さ
れるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、または
それらの何らかの組合せであり得る。
【００８９】
　[00105]図１７は、処理システム１７１４を採用する装置１６０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図１７００である。処理システム１７１４は、バス１７２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１７２４は、処
理システム１７１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス１７２４は、プロセッサ１７０４によって表され
る１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１
６０４、１６０６と、コンピュータ可読媒体１７０６とを含む様々な回路を互いにリンク
する。バス１７２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理
回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知
られており、したがって、これ以上説明しない。
【００９０】
　[00106]処理システム１７１４はトランシーバ１７１０に結合され得る。トランシーバ
１７１０は、１つまたは複数のアンテナ１７２０に結合される。トランシーバ１７１０は
、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ１７１
０は、１つまたは複数のアンテナ１７２０から信号を受信し、受信された信号から情報を
抽出し、抽出された情報を処理システム１７１４、特に受信モジュール１６０４に与える
。さらに、トランシーバ１７１０は、処理システム１７１４から情報を受信し、受信され
た情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１７２０に適用されるべき信号を生成する
。処理システム１７１４は、コンピュータ可読媒体１７０６に結合されたプロセッサ１７
０４を含む。プロセッサ１７０４は、コンピュータ可読媒体１７０６に記憶されたソフト
ウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１７０４によ
って実行されたとき、処理システム１７１４に、任意の特定の装置のための上記で説明し
た様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体１７０６はまた、ソフトウェアを実行
するときにプロセッサ１７０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る
。処理システムは、モジュール１６０４および１６０６のうちの少なくとも１つをさらに
含む。それらのモジュールは、プロセッサ１７０４中で動作し、コンピュータ可読媒体１
７０６中に常駐する／記憶された、ソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１７０
４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの何ら
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かの組合せであり得る。処理システム１７１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得、メモ
リ６６０および／またはＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントロー
ラ／プロセッサ６５９とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００９１】
　[00107]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１６０２／１６０２’は、ネットワ
ークにおいて動作している間に制御信号を受信するための手段と、受信された信号に基づ
いて、干渉消去をまだ実行していないときに干渉消去をアクティブにするか、または干渉
消去をすでに実行しているときに干渉消去を非アクティブにするための手段とを含む。上
述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、装置１６
０２、および／または装置１６０２’の処理システム１７１４の上述のモジュールのうち
の１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１７１４は、ＴＸプ
ロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とを含み
得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実
行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントロ
ーラ／プロセッサ６５９であり得る。
【００９２】
　[00108]開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法
の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特
定の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップ
は組み合わされるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要素
を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるも
のではない。
【００９３】
　[00109]以上の説明は、当業者が本明細書で説明された様々な態様を実行できるように
するために提供される。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであ
り、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の
範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾
しない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されて
いない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味する
ものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は１つまたは複数の
を表す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少
なくとも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは
、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、Ａのうちの複数個、Ｂのうちの複数
個、またはＣのうちの複数個を含み得る。詳細には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なく
とも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、また
はそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、Ａお
よびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣであり得、ただし、いずれのそのような
組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバーを含み得る。当業者に知
られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたって説明された様々な態
様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み込ま
れ、特許請求の範囲に包含されるものである。その上、本明細書で開示されたいかなるこ
とも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず
、公に供されるものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「ための手段」とい
う語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解
釈されるべきではない。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］基地局による方法であって、前記方法は、
　同種ネットワークにおいて干渉消去をトリガするための１つまたは複数の基準が満たさ
れるかどうかを決定することと、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）における前記干渉消
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去をトリガすることを制御するための信号を前記ＵＥに送信することと
　を備える、方法。
　［Ｃ２］前記１つまたは複数の基準が、ＵＥ固有状態に関連付けられず、ネットワーク
負荷状態を含む、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］前記送信された信号が、前記ＵＥにおける前記干渉消去をトリガすることを引
き起こすための情報要素（ＩＥ）である、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］前記ＩＥは、前記ＵＥにおける前記干渉消去を随意にトリガするために、時分
割制限付き測定値が無線リソース管理／無線リンク監視／チャネル状態情報（ＲＲＭ／Ｒ
ＬＭ／ＣＳＩ）のために構成されることなしに送信される、Ｃ３に記載の方法。
　［Ｃ５］前記１つまたは複数の基準が、１つまたは複数のＵＥ固有状態に関連付けられ
、トラフィックタイプ、接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、電力選好インジケータ（ＰＰＩ
）状態、またはＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１に記載
の方法。
　［Ｃ６］前記ＵＥがボイストラフィックまたはバックグラウンドタイプトラフィックを
用いてサービスされることを前記トラフィックタイプが示す場合、前記基地局が、前記干
渉消去をトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控える、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ７］ＣＤＲＸが前記ＵＥにおいて有効にされることを前記ＣＤＲＸ状態が示す場合
、前記基地局が、前記干渉消去をトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控える
、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ８］前記ＣＤＲＸ状態がＣＤＲＸ構成を示す場合、前記基地局が、前記ＣＤＲＸ構
成に基づいて前記干渉消去をトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを控えること
を決定する、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ９］前記ＵＥが前記基地局に低電力選好をシグナリングすることを前記ＰＰＩが示
す場合、前記基地局が、前記干渉消去をトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを
控える、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ１０］前記ＲＦ状態に従って、第１の条件と第２の条件とのうちの１つが満たされ
る場合、前記基地局が、前記干渉消去をトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを
控え、ここにおいて、前記第１の条件は、サービングセルの基準信号受信電力（ＲＳＲＰ
）が第１のしきい値よりも大きいことであり、前記第２の条件は、ネイバーセルのＲＳＲ
Ｐが第２のしきい値よりも小さいことである、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ１１］前記ＲＦ状態に従って、サービングセルのＲＳＲＰとネイバーセルのＲＳＲ
Ｐとの間の差が第３のしきい値よりも大きい場合、前記基地局が、前記干渉消去をトリガ
する前記信号を前記ＵＥに送信することを控える、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ１２］前記ＲＦ状態に従って、第３の条件と第４の条件とのうちの１つが満たされ
る場合、前記基地局が、前記干渉消去をトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを
控え、ここにおいて、前記第３の条件は、総干渉ごとのサービングセルからの受信エネル
ギーが第４のしきい値よりも大きいことであり、前記第４の条件は、背景雑音パワースペ
クトル密度ごとの前記サービングセルからの前記受信エネルギーが第５のしきい値よりも
小さいことである、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ１３］前記ＲＦ状態に従って、第５の条件と第６の条件とのうちの１つが満たされ
る場合、前記基地局が、前記干渉消去をトリガする前記信号を前記ＵＥに送信することを
控え、ここにおいて、前記第５の条件は、総干渉ごとのネイバーセルからの受信エネルギ
ーが第６のしきい値よりも大きいことであり、前記第６の条件は、背景雑音パワースペク
トル密度ごとの前記ネイバーセルからの前記受信エネルギーが第７のしきい値よりも小さ
いことである、Ｃ５に記載の方法。
　［Ｃ１４］前記１つまたは複数の基準が、前記ＵＥにおいて前にトリガされた前記干渉
消去を非アクティブにするために満たされる場合、前記基地局が、前記干渉消去を非アク
ティブにするために前記信号を前記ＵＥに送信する、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１５］前記１つまたは複数の基準が、前記ＵＥから受信されたＵＥ選好を含み、前
記選好が前記干渉消去に関し、前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、前記信号が
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、前記干渉消去を非アクティブにするために前記ＵＥに送信され、ここにおいて、前記Ｕ
Ｅ選好が前記ＵＥの電力消費レベルに関連付けられる、Ｃ１４に記載の方法。
　［Ｃ１６］ユーザ機器（ＵＥ）による方法であって、前記方法は、
　前記ＵＥが時分割制限付き測定値で構成されないとき、干渉消去をトリガするための１
つまたは複数の基準が満たされるかどうかを決定することと、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、および前記干渉消去をトリガするための
信号が受信された場合、前記ＵＥにおける前記干渉消去を制御することと
　を備える、方法。
　［Ｃ１７］前記１つまたは複数の基準が、１つまたは複数のＵＥ固有状態に関連付けら
れ、トラフィックタイプ、接続間欠受信（ＣＤＲＸ）状態、電力選好インジケータ（ＰＰ
Ｉ）状態、またはＵＥ無線周波数（ＲＦ）状態のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１６に
記載の方法。
　［Ｃ１８］前記ＵＥがボイストラフィックまたはバックグラウンドタイプトラフィック
を用いてサービスされることを前記トラフィックタイプが示す場合、前記ＵＥが、前記Ｕ
Ｅにおける前記干渉消去をトリガすることを控える、Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ１９］ＣＤＲＸが前記ＵＥにおいて有効にされることを前記ＣＤＲＸ状態が示す場
合、前記ＵＥが、前記ＵＥにおける前記干渉消去をトリガすることを控える、Ｃ１７に記
載の方法。
　［Ｃ２０］前記ＣＤＲＸ状態がＣＤＲＸ構成を示す場合、前記ＵＥが、前記ＣＤＲＸ構
成に基づいて前記ＵＥにおける前記干渉消去をトリガすることを控えることを決定する、
Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ２１］前記ＵＥが前記基地局に低電力選好をシグナリングすることを前記ＰＰＩが
示す場合、前記ＵＥが、前記ＵＥにおける前記干渉消去をトリガすることを控える、Ｃ１
７に記載の方法。
　［Ｃ２２］前記ＲＦ状態に従って、第１の条件と第２の条件とのうちの１つが満たされ
る場合、前記ＵＥが、前記ＵＥにおける前記干渉消去をトリガすることを控え、ここにお
いて、前記第１の条件は、サービングセルの基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）が第１のしき
い値よりも大きいことであり、前記第２の条件は、ネイバーセルのＲＳＲＰが第２のしき
い値よりも小さいことである、Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ２３］前記ＲＦ状態に従って、サービングセルのＲＳＲＰとネイバーセルのＲＳＲ
Ｐとの間の差が第３のしきい値よりも大きい場合、前記ＵＥが、前記ＵＥにおける前記干
渉消去をトリガすることを控える、Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ２４］前記ＲＦ状態に従って、第３の条件と第４の条件とのうちの１つが満たされ
る場合、前記ＵＥが、前記ＵＥにおける前記干渉消去をトリガすることを控え、ここにお
いて、前記第３の条件は、総干渉ごとのサービングセルからの受信エネルギーが第４のし
きい値よりも大きいことであり、前記第４の条件は、背景雑音パワースペクトル密度ごと
の前記サービングセルからの前記受信エネルギーが第５のしきい値よりも小さいことであ
る、Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ２５］前記ＲＦ状態に従って、第５の条件と第６の条件とのうちの１つが満たされ
る場合、前記ＵＥが、前記ＵＥにおける前記干渉消去をトリガすることを控え、ここにお
いて、前記第５の条件は、総干渉ごとのネイバーセルからの受信エネルギーが第６のしき
い値よりも大きいことであり、前記第６の条件は、背景雑音パワースペクトル密度ごとの
前記ネイバーセルからの前記受信エネルギーが第７のしきい値よりも小さいことである、
Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ２６］前記１つまたは複数の基準が１つまたは複数のＵＥ固有設定をさらに含み、
前記１つまたは複数のＵＥ固有設定がＵＥ電力モードまたはＵＥ内部測定値のうちの少な
くとも１つを含む、Ｃ１７に記載の方法。
　［Ｃ２７］前記ＵＥにおける前記干渉消去を前記制御することが、
　ネットワークにおいて動作している間に制御信号を受信すること、
　前記受信された信号に基づいて、前記干渉消去をまだ実行していないときに前記干渉消
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去をアクティブにすること、または前記干渉消去をすでに実行しているときに前記干渉消
去を非アクティブにすること
　を備える、Ｃ１６に記載の方法。
　［Ｃ２８］前記制御信号は、前記ＵＥが前記干渉消去に関連付けられた選好指示を基地
局に送信した後に受信される、Ｃ２７に記載の方法。
　［Ｃ２９］基地局である装置であって、
　同種ネットワークにおいて干渉消去をトリガするための１つまたは複数の基準が満たさ
れるかどうかを決定するための手段と、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、ユーザ機器（ＵＥ）における前記干渉消
去をトリガすることを制御するための信号を前記ＵＥに送信するための手段と
　を備える、装置。
　［Ｃ３０］ユーザ機器（ＵＥ）である装置であって、
　前記ＵＥが時分割制限付き測定値で構成されないとき、干渉消去をトリガするための１
つまたは複数の基準が満たされるかどうかを決定するための手段と、
　前記１つまたは複数の基準が満たされる場合、および前記干渉消去をトリガするための
信号が受信された場合、前記ＵＥにおける前記干渉消去を制御するための手段と
　を備える、装置。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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